





















The factor to continue subsistence farming:
A case study of a farmer's diary in















































































平成 29（2017）年の人口総数は 622 人、世帯総数は 283世帯で、年齢別に
みると約半数が 65歳以上である［千葉県 2017］。また平成 22（2010）年の国
勢調査によれば、農林業従事者が全体の 22％、建設・製造業従事者が 17％、
サービス業従事者が 60％を占めている。［人口統計ラボ 2017］














































































































表４ 平成 26 年 A家の畑作暦
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O.M 昭和 24 年生まれ、男性
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註
１） ここでは沖縄先島地方の葉タバコ農家を例に、タバコ栽培を中心的生業、野菜作りを副次的
生業、時々行われる素潜り漁をマイナー・サブシステンスに分類している［松井 1998：
140］。
２） 安室は、この「小さな生業」が松井のいうマイナー・サブシステンスにあたるとしている［安
室 2012：451］。
３）「ヤシ」とは、屋敷を省略した言葉である。
４） 口には出さないが、草刈りや掃除をきちんとする家かどうかを住民たちは気にかけているも
のだという。
５） 農地の貸借をする場合、ミズハライには農地の所有者ではなく耕作者が参加する。
６） 祭礼時に地域内を巡行する神輿や獅子舞は各区の集会所で休憩をとる。その際に担ぎ手や舞
い手に食事を振舞うことが女性たちの役割となっている。
７） 地域営農による経営耕地の集積や作業委託における委託農家側のメリットとして、機械費の
削減や、農業従事者の高齢化・後継者不足の際に農作業を委託できることが挙げられている
［大竹 2015：268］［庄子 2015：293］。
８） 𠮷田国光は農地貸借の仕組みについて、規模拡大に経済的合理性をみいだしにくいなかで、
専業農家を中心とした労働力に余力のある農家が同一集落という社会関係を背景に農地を
請け負うことで、農地利用が継続されていることを報告している［𠮷田 2015：171］。
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